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i-Construction ～建設現場の生産性革命～ 

全ての建設生産プロセスにおける3次元モデルの流通・活用等により、業務や建設現

場での生産性を飛躍的に向上させることを目的とした研究を行っています。 

社会背景と課題 

研究内容 

☞関連記事はこちら 

・i-Constructionの推進（P.188） 
・３次元モデルを用いた維持管理情報統合管理システム開発の取り組み（P.122） 
・i-ConstructionのためのICTを全面的に活用する出来形管理の検討（P.180） 
 

社会資本マネジメント研究センター 

建設生産性の向上と魅力ある建設現場を実現する 

３次元モデルの流通・活用 

設計段階で作成した３次元モデルを建設生産プロセ

ス全体で円滑に流通・活用させるために必要なデータ

フォーマットや運用方法の研究 

ICT を活用した出来形管理 

３次元モデルとドローンやレーザスキャナを用いた

３次元の計測結果とを比較するなど、ICT(情報通信技

術)を全面的に活用した出来形管理方法の研究 

 少子高齢化に伴い建設産業の担い手が減少しており、建設現場の生産性を向上させることが必要である。 

 国土交通省では、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの建設生産プロセス全体で ICT

等を活用する「i-Construction」を推進し、建設現場の生産性を 2025 年度までに 2 割向上させるこ

とを目指している。 

 

 
建設生産プロセスにおける３次元モデルの流通と活用の例 

ストックにイノベーションを相乗させる技術政策に向
けて

藤 田 　 光 一
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建 築 研 究 部 
住 宅 研 究 部

････ 151

446 防火・避難規定等の合理化による既存建物活用に資する技術開発
建 築 研 究 部 
都 市 研 究 部

････ 152

447 コンクリートに関する JIS の制定・改正の動向 建 築 研 究 部 ････ 153

448 空き家を活用した共同居住型住宅の居住水準の提案 住 宅 研 究 部 ････ 154

449 子育てに配慮した住宅のガイドライン案の作成 住 宅 研 究 部 ････ 155

450 地域特性を踏まえた住宅需給量推計手法の開発 住 宅 研 究 部 ････ 156

451 建築設備の自動制御技術によるエネルギー削減効果の評価法の開発 住 宅 研 究 部 ････ 157

452 建築物のエネルギー消費性能の向上を目指した ファサード設計法に関する研究 住 宅 研 究 部 ････ 158

418 ICT を活用した都市交通調査 ･分析手法の高度化に関する研究 都 市 研 究 部 ････ 159

419 新たなモビリティ等を考慮した都市交通計画手法に関する研究 都 市 研 究 部 ････ 160

420 賑わいを創出する広場空間の形成手法に関する研究 都 市 研 究 部 ････ 161

421 歩行者属性の多様化に対応した歩行空間整備のあり方に関する研究 都 市 研 究 部 ････ 162

453 都市のみどりと気温の実態調査
都 市 研 究 部 
住 宅 研 究 部

････ 163

455 公園緑地における眺望保全・再生の手引き（案）の作成 都 市 研 究 部 ････ 164

401 港湾行政手続システムの途上国への導入支援に対する国際海事機関の動向 管 理 調 整 部 ････ 165

433 大洋州島嶼国を対象とした国際物流シミュレーションモデルによる港湾政策分析 管 理 調 整 部 ････ 166

456 東日本大震災によって影響を受けた港湾域の環境修復技術に関する研究
沿 岸 海 洋 ・ 
防 災 研 究 部

････ 167

457 沿岸域における地域資源を活用した魅力的な空間形成に関する取り組み
沿 岸 海 洋 ・ 
防 災 研 究 部

････ 168

422 北極海航路の航行実態を捉える 港 湾 研 究 部 ････ 169

423 我が国の国際海上コンテナ貨物流動モデルの開発 港 湾 研 究 部 ････ 170

458 作業船の老朽化対策に向けた活動状況・基礎情報に関する分析 港 湾 研 究 部 ････ 171

459 航空需要推計手法開発の動向と展望～空港経営民営化・訪日外客急増を踏まえて～ 空 港 研 究 部 ････ 172

424 多様化する公共工事の入札契約方式の国際動向に関する調査
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 173

425 調査・設計等業務の入札・契約の動向と改善方策
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 174

426 社会資本整備のストック効果の分析・評価手法に関する研究
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 175

427 公共工事における総合評価落札方式 (技術提案 )に関する運用方法の改善方策
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 176

428 コンクリート工の生産性向上について
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 177

429 米国における監督・検査と品質管理の実態
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 178

460 施工パッケージ型積算方式の移行完了について
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 179

430 i-Construction のための ICT を全面的に活用する出来形管理の検討
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 180

431 インフラ用ロボット情報一元化システムの構築
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 181

461 携帯電話網から生成された人口流動統計の都市交通分野への適用に向けた取り組み
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 182
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462 道路整備による救急医療施設へのアクセス向上便益の計測方法の提案
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 183

463 英国における「広範な経済効果 (Wider Impacts)」の計測方法の我が国での適用の可能性
の検討

社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 184

464 河川管理における外来植物の分布拡大の抑制
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 185

465 在来草本を活用した緑化技術の開発
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 186

466 地域づくりを支える道路空間再編・利用の展開
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 187

432 i-Construction の推進
i-Construction 
推 進 本 部

････ 188

467 環境分野の研究を推進 環境研究推進本部 ････ 189

４．災害時の専門家派遣及び技術支援活動

601 災害時の TEC-FORCE 等専門家派遣及び技術支援活動状況 企 画 部 ････ 190

602 小本川等における災害調査から見えてきた復旧の方向性 河 川 研 究 部 ････ 193

603 熊本地震で影響を受けたダムの安全確認と復旧に向けた技術支援 河 川 研 究 部 ････ 194

604 熊本地震における道路橋被害に関する米国連邦道路庁調査団との合同調査 道路構造物研究部 ････ 195

605 北海道における台風１０号等の豪雨による橋梁洗掘被害への技術的支援 道路構造物研究部 ････ 196

５．技術相談・技術支援

701 自治体などからの技術相談の対応状況 企 画 部 ････ 197

702 特殊な構造のダムに対する大臣特認制度の適用と国総研の役割 河 川 研 究 部 ････ 198

703 「砂防基本計画策定指針（土石流・流木対策編）」及び 
「土石流・流木対策設計技術指針 解説」の改定と質疑応答の公表による技術支援

土砂災害研究部 ････ 199

704 熊本地震被災地における住宅・集落等の復旧に係る技術指導 住 宅 研 究 部 ････ 200

801 ６．国際研究活動について 企 画 部 ････ 201

この１年の主な行事 ････ 203

国総研研究報告・資料・プロジェクト研究報告リスト ････ 204

国総研の組織概要 ････ 206

キーワード索引 ････ 208

執筆研究室索引 ････ 212

NILIM2017　国総研レポート 2017

- 23 -

23




